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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所第２回 役員予定者会議  議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１０年１０月６日（水）

１８：３０～２１：００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：弘栄設備工業㈱　研修室２F

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奥山和征　専務理事予定者

2. JCIクリード唱和                               　佐藤貴博　委員長予定者
3. JC宣言文朗読ならびに綱領唱和                    鈴木　力　委員長予定者
4. 出席者の確認（敬称略）                         　横山隆太　事務局長予定者

理事長予定者　　　　　　　　船　橋　吾　一
直前理事長予定者　　　　　　荒　井　　寛　（公欠）

副理事長予定者　　　　　　　野　口　雅　弘（公欠）
副理事長予定者　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長予定者　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長予定者　　　　　　　井　上　周　士
副理事長予定者　　　　　　　齊　藤　秀　昭（遅参）
専務理事予定者　　　　　　　奥　山　和　征
監事予定者                  齋　藤　秀　和
監事予定者                  鈴　木　慎　也（遅参）
監事予定者　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長予定者            菊　池　　学　　
特別委員長予定者            後　藤　吉　伸（遅参）
室長予定者                  東海林　　仁　
室長予定者                  金　子　　明　　
室長予定者                  安　藤　太一郎
室長予定者                  三　沢　慶　洋（遅参）
本部長予定者　　　　　　　　鈴　木　辰太郎
本部長予定者              　中　村　祥　之
委員長予定者　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長予定者　　　　　　　　伊　藤　健　二
委員長予定者　　　　　　　　酒　井　貞　和
委員長予定者　　　　　　　　中　村　正　利
委員長予定者　　　　　　　　遠　藤　智　大（欠席）
委員長予定者　　　　　　　　豊　島　　宏　
委員長予定者　　　　　　　　鈴　木　　力　
部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　伸　治
部会長予定者　　　　　　　　佐　藤　　淳　（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　福　島　隆　之
部会長予定者　　　　　　　　會　田　智　弘
部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　洋　也（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　高　野　秀　哉
部会長予定者　　　　　　　　矢　口　政　則（遅参）
　　　　財政局長予定者　　　　　　　田　牧　大　祐
事務局長予定者　　　　　　　横　山　隆　太
＜オブザーバー＞

会務セクレタリー予定者      岩　田　雄　治

会務セクレタリー予定者      狩　野　慎一郎
会務セクレタリー予定者　　　菅　野　佑　吉
５．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太　事務局長予定者
理事会構成員３１名に対し、２３名の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。
６．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一　理事長予定者
７．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一　理事長予定者
８．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一　理事長予定者
皆さん、本日も早くからお集まり頂きまして誠にありがとうございます。本日は第２回でございます。第１回目、もうずいぶん昔のように頭の中では思っておりますが、９月１６日に「のの村」の方で、第１回目をさせて頂きました。その際は時間等の都合により、所信につきましてはなかなか意見を出して頂けないという形でありましたが、本日は是非、グループ基本方針を作成なさった皆様でございますので、何かこの辺はどういった意味であるかというところもあれば、本日発言をして頂ければと思っております。１６日が終わってからも非常に日々ＪＣ活動が満載でありまして、本日も遅参または欠席という方がいらっしゃいますが、是非その欠席の方にはグループの方でお声掛けを頂いて、出席をしてもらえるようにお声掛けをぜひお願いしたいなと思います。やはりこの理事会に出席してはじめて我々の思っていることを理解して頂ける。そしてみんなで理解した上で、ＬＯＭが一丸となって邁進が出来るものと私は思っております。是非グループの理事の皆様、欠席がいればお声掛けをお願いしたいと思っております。いろいろありましたというところで、この一カ月弱のなかで、まずは、ＪＣＩの副会頭バトバヤル・ウルジーデルガー君が来られました。その際、講演会に多数ご出席を頂いて、その後の懇親会また前夜祭にも参加頂いた方もいらっしゃいます。日本語の堪能な方でいらっしゃったので非常に接しやすかったと思いますが、やはりＪＣＩということで、文化が違う中で思考も違う、思想も違う、そんな方の講演でありました。非常に熱い、熱い人でありまして、その熱さが日本語も長けている方でしたので伝わり易かったのではないかと思っております。最後に世界会議でまた会おうという言葉を残して行かれましたので、今年は日本でございますので、大阪の地にみんなで行きたいなというふうに思っております。２日から７日の日曜日までの長いスケジュールでありますが、どこかのファンクションには出られるかと思います。是非出て頂いて参加を、世界会議を十分堪能して頂きたいと思っております。また本年度ブロック協議会ＩＮ山形ということで皆様からご協力頂きましてありがとうございます。そして全国大会でございます。小田原の地で行われたわけですが、私は開会式から閉会式まで参加をさせて頂きました。メール等でありましたがその後に残られた辰太郎本部長と三浦副理事長、そして野口副理事長も若干残ったのですかね。本当にお疲れ様でありました。皆様、お会いにならないとわからないと思いますが、ジャンバーを着て非常に頑張っていた姿をいろいろな場面で見させて頂きました。本当にありがとうございます。お疲れ様でした。その中で今年、ＡＳＰＡＣの国内主管ＬＯＭ決定ということもありまして、各シニアクラブへご挨拶に行くとか、そんなファンクションがございました。その中でやはり我々は非常に見られているＬＯＭであるなというふうに感じました。ただその言葉が、皆様のプレッシャーや何かに繋がるようではいけないことではありますが、私が感じたものでいうなれば、非常に見られているＬＯＭであるなというふうに思っております。そしてＬＯＭナイトには、大変申しわけございませんが、ご挨拶もできずに私は席を外させて頂きましたが、野口副理事長、野口委員長ですね。日本ＪＣの委員長の常任理事のＬＯＭナイトにお邪魔するためにご退席をさせて頂いて、新宿の地まで行って参りました。本来であれば行かないという選択肢もあったかと思いますが、やはり行って良かったなというふうに思っております。私としても出向者一人ひとりの顔を見ながら、支援をしていきたいと思っておりますし、今後とも出向の皆様を応援していきたいなというふうに思っております。そして全国大会が終わって、昨日は出向者報告会ということで本年の事業が開催されました。東海林室長におかれましては本年度担当ということで大変御苦労されたと思います。その中で紳士的なという言葉を使われて、紳士的に出向が決まった方もいらっしゃいますし、また心に火をつけたであろうという方もいらっしゃいます。そんなものを大切にしながら、来年は出向その他に邁進を、ＬＯＭとして頑張って支援をしていきたいなと思っております。皆様もご存知のようにグループ基本方針を変更させて頂きました。そんな中でグループ会議等を持たれましたでしょうか。そのコミュニケーションをとって頂くために、この度はグループ方針をこのように変更させて頂きました。その中でしっかりコミュニケーションをとって頂いたか、頂かないかというところが、やはり読んでいるとひしひしと伝わってくるなというふうに思います。ただ、私のつたない所信を皆様お読み頂いて、それを表現して頂いているというところについては、本当に感謝を申し上げます。今後もいろいろな意見を交わしながら、このグループ方針が出来上がり、それがグループの羅針盤、そして委員会の羅針盤となり、来年の事業へ繋がっていくかと思います。まだ第２回目でございますので、わからないところはわからないなりに聞いて頂いて、予定者の段階で全てを理解し、全てを協議し、来年度２０１１年度に向かっていければと思っておりますので、本日も素晴らしい会議を皆様と共に過ごして参りたいと思います。ありがとうございます。

９．直前理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井寛　直前理事長予定者

（公欠のため割愛）
１０．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征　専務理事予定者
１１．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋理事長予定者
（以下、『予定者』表記を割愛）
１２．確認事項
確―０１　１１年間フレーム（案）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【説明】

修正は今後発生するので修正があった場合に報告する。５月例会のひとづくり推進委員会は日曜日になっている。また、花火大会特別委員会については、８月１４，１５日は確定であるが、第一例会の６日については今後調整をしながら、事務局でも再度見直していきたいと思う。

確―０２　組織図（案）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【説明】

組織図の誤字、脱字はあれば事務局まで連絡頂きたい。
確―０３　諸会議運営について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【説明】
確―０４　財政審議会議について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政局
田牧財政局長【説明】

運営目的については記載の通りである。見積書については、１万円以上については必要であり、１０万円を超える場合、合い見積もりが原則として必要になる。予備費については３％以内に抑えられているかを確認する。登録料収入を含む事業等についての予備費は５％以内となる。その他、必要書類が添付されているか、様式等の確認も行う。これから公益法人への移行申請の準備が進むので事業の公益性についても検討する。
確―０５　その他

削除
１３．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征　専務理事
討―０１　その他

削除
１４．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征　専務理事

審―０１　その他

削除
１５・協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征　専務理事
協―０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．１７
奥山専務理事【説明】

先般開催された常任理事会にて指摘があり若干修正をした。

船橋理事長【コメント】

第1回予定者の際からバージョンが幾つか増えている。ただ内容的な変更は一切ない。あるとすれば、例えば運動、活動の言い回しの変更や、文言、接続詞の変更などである。

井上副理事長【意見】
活力溢れる町やまがたの創造を目指しての部分について、１００年に１度といわれるの大不況によるとなっている。
奥山専務理事【回答】

修正させて頂く。
酒井貞和委員長【意見】

当委員会に関わる、会員パワーアップはすべての原動力の部分について、新しい活力、絆を深めるために、当委員会では理事長所信を深く盛り込んで、セミナー等の委員会活動に反映させていきたいと考えている。「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」とあるように、みんな一つになり進んでいけるような、まず委員会からまとまり、それがＬＯＭ全体に広がるように活動したいと考えている。
豊島宏委員長【意見】
文章の後半の部分について、さらなる高みを目指してコミットメントというところで、その上の方で、山形ブロック協議会にとどまることなく、国際青年会議所ＪＣＩ、日本青年会議所、東北地区協議会へもとあるが、山形ブロックと言った後に、東北地区から始まった方が、表現としては良いのではないか。国際、日本、地区というより、地区、日本、国際の方が自然かと思う。
奥山和征専務理事【回答】

検討させて頂く。
田牧大祐財政局長【意見】
最後の「地域に求められ」の部分について、特にこれから公益性を目指すという面では、地域の方に貢献できるような事業をこれからもやっていかなくてはいけないということで素晴らしい所信だと感じた。
佐藤貴博委員長【意見】

これから公益性を高めるためには、皆様の目につくような広報手段でないと公益として認められないということもある。私も十分検討しながら広報手段というところも考えていきたい。
伊藤健二委員長【意見】

「人、人、人、全ては人の質にある」の部分を特に考え深く読ませて頂いた。その中で、ひとづくりの事業、まちづくりの事業等もあるがどう結びつけていくのか、今後検討してより良いものができればと思う。
協―０２　グループ・プロジェクトチーム基本方針（案）Ｖｅｒ．２
観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」創造グループ
鈴木辰太郎本部長【読み上げ】

菊池学特別委員長【補足】

初めて聞かれた方は熱い本文にお気づきになったと思う。ＬＯＭ全体でＡＳＰＡＣに向かっていく気概を皆さんと共に持っていきたい。

三浦孝一郎副理事長【補足】

菊地特別委員長、鈴木本部長、二人の想いを熱く文章の中に盛り込んで出来上がった。今後、一年間だけでなく国際ＢＩＴ、さらにはその先に向けて色々と考えを組み込んである文章だと思う。ぜひその点をご理解頂きたい。

井上周士副理事長【意見】

前回指摘した冒頭の部分は、青年会議所全体をさすのか。
鈴木辰太郎本部長【回答】

ＡＳＰＡＣを迎えるにあたり、もっともっと自信が必要だということからこの表現を使用した。もっともっと山形青年会議所は自信を持っていい団体だと思う。その気持ちからの表現である。

奥山和征専務【コメント】

当然、とり方見方によっては、井上副理事長の意見も一般論として受け止められる。まずは、鈴木本部長のように作成者が全ての案件に対して自分自身で説明ができるよう作成をして頂きたい。

船橋吾一理事長【コメント】

私の気持ちをくんで熱い文章になっている。いろいろな意見が出るでしょうが、是非この文章でいって頂きたい。私たちでＬＯＭを支え、山形を魅力あるまちに変えていくというところが、どのグループでも間違いのない羅針盤だと思う。それを表現頂いている文章だと思う。

魅力あるまち「やまがた」創造グループ
東海林仁室長【読み上げ】

鈴木辰太郎本部長【意見】

５５年と５６年という表記が混在しているので統一した方が良いと思う。「まち」の表現が二重になっている部分があるので統一した方が良いと思う。

東海林仁室長【回答】

再考する。
鈴木辰太郎本部長【意見】

まちづくりの委員会テーマはあるようだが、花火のグループテーマが必要なのではないか。
東海林仁室長【回答】

基本テーマはグループとして記載している。委員会テーマに関しては、花火は記載しているがまちづくりに関してはまだ記載していない。

鈴木辰太郎本部長【意見】

委員会方針をなくしたことで、基本方針はグループで書き、委員会テーマは委員会で気持ちを込めて作ると聞いているが、その部分を統一した方が良いのではないか。

奥山和征専務理事【回答】

そのような形で進んでいる。基本テーマはグループの本部長が作成、委員会テーマは委員長が作成としている。

井上周士副理事長【意見】

委員会テーマの部分について、ひとづくり推進委員会のテーマが全く記載されていない。鈴木本部長が指摘したのはそこなのではないか。

奥山和征専務理事【回答】

事務局サイドとしてはグループ基本テーマ一本で行く予定であった。しかし、それでは各委員会の気持ちが入らないのではということで、委員会テーマを記載し第２回からスタートさせた。

船橋吾一理事長【コメント】

文字数にこだわるわけではないが、８００文字と与えた中で６００数十文字である。文字数いっぱいに使って表現することも勉強であり、あと１００文字くらいは委員会の想いを入れられるはずである。議案に事業後の結果を盛り込んで頂きたい。まちがどうなるのかも熱く記載して頂きたい。

会員パワーアップグループ
金子明室長【読み上げ】

井上周士副理事長【補足】

前回の指摘点を反映修正している。

高野秀哉部会長【質問】

「やまがた」はなぜ平仮名なのか教えて頂きたい。

金子明室長【回答】

統一表記である。
井上周士副理事長【補足】

統一表記の部分で、物や人や文化を複合した山形を指すということで、そちらを含めての表記である。

矢口政則部会長【意見】

「志を同じくする者～運動をしていきます」とあるが具体的に何をするのか教えて頂きたい。

金子明室長【回答】

今のところ具体的にはない。

三浦孝一郎副理事長【意見】

ＡＳＰＡＣの文章がとても良いと思う。句読点の位置が悪い。精査して頂きたい。

菊池学特別委員長【意見】

「驀進して行くことが責務だと～」とあるが、驀進しますと言い切って頂き、今後のＡＳＰＡＣ、各種大会出席の意気込みにして頂きたい。

中村祥之本部長【意見】

基本テーマだが、会員拡大の方にウェイトが乗っていると思う。会員交流の方も考えて同じ位のウェイトにして頂きたい。

齋藤伸治部会長【意見】

基本テーマの「まだ見ぬ宝を目指して」とあるがこの表現で良いのか。
金子明室長【コメント】

只今指摘頂き、新入会員を獲得する上で「目指して」では薄いかと実感する。話し合い精査する。

福島隆之部会長【意見】

「山形青年会議所の歴史と基本理念～それが１人１人に伝わるような運動を押し続けて行きたいと思います～」とあるがどのような具体的な案か今後じっくり考えて頂きたい。

船橋吾一理事長【コメント】

ＡＳＰＡＣの任務について入れて頂いた。ありがとうございます。会員交流委員会について任務案の山形ＪＣシニアクラブとの交流が抜けている。次回本日の意見を参考にバージョンアップして頂きたい。

山形ブロック協議会支援グループ
安藤太一郎室長【読み上げ】

菊池学特別委員長【意見】

「進化して参ります～」とあるが言い切って頂きたい。全体的に指摘するところがない位、取り留めのない内容になっている。要点がわからない文章になっている。何を心の中の一本筋にやっていくのか。もう一度読み直して頂きたい。

安藤太一郎室長【回答】

さらに再考し精査する。

鈴木辰太郎本部長【意見】

「参ります～」については、このような表現は言い切るということになっているので直して頂きたい。室長とブロックの出向とうまく分けられていない。ＬＯＭの基本方針なのでＬＯＭのことをしっかり考えて頂きたい。これまでの活動は書いてあるが今後のことがない。最後の段で何を言いたいのかわからない。恐らく、参加することでいろいろな人と会えると言いたいのかと思うが、それはわかっている。そこで何なのかを考えて頂きたい。

井上周士副理事長【意見】

内容が抽象的すぎて弱い。ＡＳＰＡＣのことも最後に出てくれば良いと思う。「多くの志～私たちの愛する山形は活力ある町へ進化していきます。」とあるが抽象的だと思う。

船橋吾一理事長【コメント】

ＬＯＭから山形ブロックを見て何を求めているのか、何を目標として輩出しているのか考えて頂きたい。山形ＪＣらしさ、キャピタルＪＣに求められているもの、３年という短い期間での会長輩出の意味、そして会長を輩出して我々はどうしていくのか。グループで考えて頂きたい。

ＬＯＭ運営グループ
三沢慶洋室長【読み上げ】

奥山和征専務理事【補足】
広報渉外委員会、総務委員会、事務局、財政局の４本柱で一丸となってＬＯＭを運営していく。

菊池学特別委員長【意見】
一番下の直した所で「しっかりと各種大会を訪れ…」とあるが、先頭を切ってたくさんの人を連れて参加するという意気込みを文章で表現して頂きたい。当特別委員会でも協力してＬＯＭの対外的な行事に参加促進をしていくつもりである。「家庭や会社へも青年会議所活動を発信できる…」とあるが、もう少しやさしい表現にした方が良いと思う。

伊藤健二委員長【意見】
ＡＳＰＡＣ表記について統一した方が良いのではないか。

福島隆之部会長【意見】
「多くのメンバーに有意義なＪＣライフを楽しんでいただく」とあるが、違う表現の方が良いのではないか。
船橋吾一理事長【コメント】
変革という言葉を、変えることが全てではなく、時代に合わせ照らし合わせるという気持ちで所信を書いている。このことを踏まえて頂きたい。

公益社団法人格推進プロジェクトチーム
田牧大祐財政局長【読み上げ】

鈴木力委員長【コメント】
一般メンバーにも伝わる文章だと思う。ぜひ見習いたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】
「思います」、「思っております」ではなく、青年としての勢いを持ってこのようにやっていきたいという意気込みを文章に表わしても良いと思う。
後藤吉伸特別委員長【意見】
当特別委員会にも公益への取り組みが深く関ってくるのでしっかりと担いを全うしたい。

船橋吾一理事長【コメント】
文章の構成をしっかりして頂きたい。来年は予算修正をして申請に向けて進めていきたいと思うので、プロジェクトチームの皆さんには協力して頂きたい。

協―０３　その他

削除
１６．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長

報―０１　グループ基本方針Ｖｅｒ．３の提出について
奥山和征専務理事【説明】
グループテーマ、委員会テーマ、議案、上程日が未記載なので本年のＪＣレポートを活用して頂きたい。
報―０２　スタッフセミナーについて
鈴木力委員長【説明】
奥山和征専務理事【補足】
議案の上程が１４日となっているが、２０１１年度議案の日本のフォーマットがまだ野口副理事長から来ていないので、本年度の議案のフォーマットを使用して頂きたい。講演は全国大会開催を経験されている先輩であり、今後の活動に役に立つ話があると思う。参加促進をお願いしたい。
報―０３　第１回山形ブロック協議会　会員会議所予定者会議について

安藤太一郎室長【説明】
報―０４　委員会別「ルームコピー機暗証番号」について

横山隆太事務局長【説明】
後日、次年度のルームコピー機の暗証番号についてのメールを委員長、本部長に事務局から配信する。

報―０５　次回上程スケジュールについて・今後のスケジュールについて

横山隆太事務局長【説明】
変更点の説明

報告―０６　その他

鈴木慎也監事【報告】
シスターＪＣである四維ＪＣの２５周年記念に１０月２日、佐藤信勝先輩、長岡恭輔先輩、小野木健治先輩の４名で参加させて頂いた。他参加ＪＣから見ると山形ＪＣは国際化してから２年足らずで国際経験が不足していると痛感した。国際の中で存在感を出していくためにはメンバーが海外の大会に出て、国際ルールをもっと知っていかなければならないと感じた。

１７．次回開催　[２０１１年度第３回役員予定者会議]　　　　　　　　　　　　　　　奥山 専務理事
２０１０年１０月１９日（火）１８：３０～   場所 弘栄設備工業㈱　研修室２Ｆ
１８．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
齋藤秀和監事

第2回予定者会議、誠にお疲れ様でございました。円滑な運営で時間通り滞りなく進みまして本当にお疲れ様でございます。グループ基本方針の方もバージョン２を迎えまして、前回指摘されたところが上手く対応されているところ、また対応もなされてないところ、そして委員会テーマが抜けているところと、様々な状況ではございましたが、これから、早ければ１１月には議案等々も出てくるかと思います。１回でも理事会でご指摘されたことが、次の回で全く同じことをご指摘されるということは、全く会議内での時間の無駄になります。こういった諸会議は、皆さんの貴重なお時間をお借りして、数多くの理事が集まって、会議を運営しているわけですから、そういった無駄な時間を作り出してしまうということは、自分1人の怠慢で全員に迷惑をかけてしまうということになってしまいます。そういうことを常々意識して、これから議案等々の作成、またそういった委員会活動の方にも気を配って頂きながら、残された予定者の期間はもう短い。ほとんどございません。数少ない時間ではございますが、日々残された時間、築き上げて頂いてこの予定者を頑張って頂きたいと思います。以上でございます．ありがとうございました。
鈴木慎也監事

大変お疲れ様でございます。第２回目の予定者会議ということで、委員長の皆様もこういったテーブルにしっかりとついて、パソコンをご自身の前に置いてと、こういった会議スタイルが初めてなのかなというふうにも思っております。グループ方針が第２回目ということで、しっかりと委員会の事業であったり、主務員であったり、上程時期であったり、記載されている委員会もあれば、全くの未記入ということで、手もつけられていないような委員会もあったりということで、様々な差がもう第２回目にして出てきているのかなというところを拝見しておりました．先程の上程スケジュールを見させて頂きますと、次回が協議最後、その次が審議ということになっております。まだまだ進捗が遅いのかなということも感じております．室長の皆様を中心に、委員長の皆様しっかりとコンセンサスをとって頂きながら、こちらのグループ方針をしっかりとしたものに築き上げて頂きたいと感じました。この時期になりますと、なぜか私、古いことを思い出してしまいますけれども、私が初めて理事会の場所に座らせて頂いたのが、２００６年の会務のときでございますけれども、そういった時に先輩方からジェットコースターに乗ると、よくお聞きしたことを覚えております．最近あまり聞かなくなったな。というふうに感じておりますが、ちょっと昔話ということで、ご披露させて頂ければなと思います。この予定者の時期、もう３ヶ月しかないと思われる委員長さんもおれば、まだ3ヶ月あるから大丈夫だというふうに思っている委員長さんもおられるかと思います。この委員長を中心とした事業を来年度どれだけ成功させるかはこの予定者の段階で決まるというふうに言われております。どれだけ皆様の、委員長の皆様がスタッフの皆様をお集めになられて、委員会のメンバーの皆様もお集めになられて委員会を予定者の時期に開くか、事業をどれだけ膨らませることができるか、事業に対しての予算をどれだけ見積もることができるか．誰を主務員にして、どういったものを作り上げていくか、日々そういったことを委員長の頭の中では考えられているかと思います。そういったものを委員会のメンバーの皆様にどれだけ浸透させていくことができるかということが、この時期非常に大事なのかなということを感じております。年が明けてしまえば、あっという間の事業ということになってしまいます。この時期だからこそ、予定者の時期だからこそ、議論できることも数多くございます。まだまだ事業のヒアリング、予算のヒアリング等、初めての部分もございますかと思いますけれども、副理事長の皆様、室長の皆様がしっかりとサポートをして頂いて、グループ方針が次回、しっかりとしたものが出てくるということをご期待申上げます。以上でございます。
高橋大　監事

皆様、長時間に亘る会議お疲れ様でございます。私の方から委員会配属会議の際にも言わせて頂きましたけれども、発言される際は上着着用で前ボタンを止めて頂いて、姿勢を正した上で、もちろん起立して姿勢を正した上でなされるように是非お願いをしたいと思います。どうしてもまだ初めてということで、掛けられてしまうと慌ててお答えしたくなるという気持ちも、私も昨年初めて理事を務めさせて頂きましたのでわかりますけれども、そこら辺、きっちり心の余裕を持ってとは難しいかもしれませんが、そこら辺を守って頂きたいというふうに思います。その前にネクタイは忘れずに、ということで是非よろしくお願いいたします．私も実は新入会員事業の上程をする時に、まだクールビズ期間だと思ってネクタイをしないで、上着だけ着て行ったらこっ酷く怒られたことがありますので、それ以降、そこの点は第１に気を付けているというところでございますので、皆様もぜひ心に止めておいて頂ければなというに思います。あと会議全体で大変気になったところが、今回は委員会方針ではなくグループ方針ということで、室長さんを中心にまとめて頂いた文章ということで、委員長さん方がなかなか発言しづらいのかな、というふうには思いますけども、遠慮なさらずに、たくさんの意見が出て、それを反映した形で、いろいろまとめていくことが、より良いＬＯＭの発展に繋がっていくと思いますので、そこら辺は遠慮なさらずに、発言して頂ければと。できれば掛けられる前に、自ら挙手して発言をされるという姿が望ましいのではないかと思います。次回は議案が事前配信されますので、皆様ぜひ必ず、事前にダウンロードをして、議案を一読してから、予定者会議に臨んで頂きたいというふうに思います．私もささやかな目標ではありますが、理事会とか予定者会議の時には、最低でも必ず１回手を上げよう。というふうに心がけて毎回臨んでおります。この度は監事という役職なので、そういったことはなかなかないのかなと思いますけれども、皆様にもあら探しをするという意味ではなくて、より良いものにするにはどうしたらいいのかとか。実際に自分が読んで見て、しっくりしなかったところを質問してみようといったところでも結構でございますので、しっかりと事前に議案をご覧になってから予定者会議、これからの理事会に臨んで頂くことが、時間の節約にもなりますし、より良い会議にもなるのではないかというふうに思っております。今日も２回連続、全監事が出席ということで．一人ひとりが長くなると皆様も大変かと思いますので、私の監事講評は、この辺で止めたいと思います。本日はどうも御苦労様でございました。
１９．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事
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